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Together with a federation in Kyoto of families with mentally ill members, we investigated 
the difficulties for such families who did not use day services as well as their ways of coping. 
We discovered that the families that we contacted did not know the best ways to deal with 
their problems. These families need support in the form of a partnership between a family 
member and community-based organizations that provide general support for people with 






し」が 45.8％ 3）、富山県調査では「現在サービスを利用していない」32.9％ 4）、というように、
精神科医療機関への通院以外、保健医療福祉サービスを利用することなく自宅で過ごしている


































































柄は母親 9名、父親 1名で、平均年齢は 67.0 歳であった。本人は息子 6名、娘 3名であり、平
均年齢は 37.7 歳であった。本人の主たる病名は、統合失調症 8名、双極性感情障害が 1名で
あった。
（3）方法












































































































































































































































































1）有効回答数は 202 名（回収率　49.9％　回収数 205 通）であった。回答者（家族）の平均年
齢 69.2 歳（最小 38 歳、最大 90 歳）で、回答者の性別は男性 36 名（17.8％）、女性 159 名（78.7％）、
不明 7名（3.5％）であった。回答者の本人との続柄は母親 155 名（76.7％）、父親 29 名（14.4％）、
きょうだい 6名（3.0％）、配偶者 5名（2.5％）、子 1名（0.5％）であった。
本人については、平均年齢 42.2 歳（最小 20 歳、最大 74 歳）、本人の性別は男性 119 名（58.9％）、
女性 82 名（40.6％）、本人の精神科の診断名は統合失調症 161 名（79.7％）、躁うつ病・うつ病
19 名（9.4％）、依存症 1名（0.5％）、その他 9名（4.5％）、不明 12 名（5.9％）であった。
2）結果 1：本人の病状が安定していない状況でのケアをしている人が約 4人に 1人である
「本人の病状が安定しているか」については「あまり思わない」37 人（18.3％）、「まったく思
わない」13 人（6.4％）と回答した人を合わせると 50 人（24.7％）になる。つまり 4人に 1人
が本人の病状が安定しない状況でのケアを続けている。
「本人の症状」としては、「人と接触が苦手」が 109 人（54.0％）で最も多く、次いで「意欲
の低下」96 人（47.5％）、「緊張・不安」77 人（38.1％）、「こだわり」76 人（37.6％）、「幻覚」66
人（32.7％）、「妄想」（29.7％）と続いていた。





















本人と家族が「同居」している人が 166 人（82.2%）、「一人暮らし」は 20 人（9.9%）である。
また、「本人の自室」が「ある」人が 157 人（77.7%）であった。しかし、過ごす部屋は「自室」
が 89 人（44.1%）であるのに対し、「居間など」が 62 人（30.7%）となっており、家族との接触





























































内に 50％以上再発し、さらにその家族との対面時間が週 35時間以上であると 69％の再発率とな
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